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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部機器接続用の入出力端子を有する携帯電話機と、外部機器とを該入出力端子を介し
て接続するための接続装置であって、
　前記入出力端子に着脱可能なコネクタを有し、該コネクタを該入出力端子に接続するこ
とにより、前記携帯電話機に装着可能に構成されたアダプタと、
　携帯電話機に装着された前記アダプタを該携帯電話機ごと設置可能に形成されると共に
、該携帯電話機に接続すべき外部機器に接続可能に構成された設置台と、
　からなり、
　前記アダプタおよび前記設置台は、該アダプタが該設置台に設置された際に該アダプタ
と該設置台との間で互いに非接触で通信可能に構成され、携帯電話機と外部機器との間に
おける通信を中継するための通信手段と、該アダプタの該設置台への設置状態を検出して
該アダプタが該設置台に設置されていないときには前記各通信手段への電源供給を遮断す
る通信用電源遮断手段とを、各々備え、
　前記アダプタは、該アダプタの通信手段へ電源供給が行われている間、交流電流が流さ
れる一次コイルを備え、
　前記設置台の通信用電源遮断手段は、前記アダプタが該設置台に設置された際に前記一
次コイルと近接する位置に配設される二次コイルと、前記一次コイルに流れる交流電流に
応じて該二次コイルに誘導電流が発生しているか否かを検出する検出手段とを備え、誘導
電流が発生している場合には前記設置台の通信手段へ電源供給を行い、誘導電流が発生し
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ていない場合には前記設置台の通信手段への電源供給を遮断することを特徴とする携帯電
話機の接続装置。
【請求項２】
　請求項１記載の携帯電話機の接続装置において、
　前記各通信手段は、光信号にて互いに通信可能に構成されたことを特徴とする携帯電話
機の接続装置。
【請求項３】
　請求項１又は２記載の携帯電話機の接続装置において、
　前記アダプタおよび前記設置台は、該アダプタが該設置台に設置された際に該設置台側
から該アダプタ側に非接触で電力伝達可能な電力伝達手段を、各々備えると共に、
　前記アダプタは、前記設置台側から前記電力伝達手段にて伝達された電力を、前記コネ
クタを介して携帯電話機に供給する供給手段を備えたことを特徴とする携帯電話機の接続
装置。
【請求項４】
　請求項３記載の携帯電話機の接続装置において、
　前記設置台は、前記アダプタの該設置台への設置状態を検出して該設置台に該アダプタ
が設置されていないときには前記電力伝達手段への電源供給を遮断する電力伝達用電源遮
断手段を備えたことを特徴とする携帯電話機の接続装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、携帯電話機に設けられた外部接続用のコネクタを介して、携帯電話機と外部
機器に接続するため接続装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来より携帯電話機には、外部機器との信号やデータの授受を図るための入出力端子が設
けられており、この入出力端子を介してモバイルコンピュータなどと接続することにより
、携帯電話回線を利用したデータ通信が可能となっている。また自動車内などでは、所謂
ハンズフリー通話装置に携帯電話機を接続して、入出力端子を介して音声信号の授受を行
うことにより携帯電話機本体を持たずに通話できるようにすることも行われている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ところで携帯電話機は、本来、携帯性に優れているという特徴を有するものであって、使
用者の身に携えて利用されるのが殆どであり、外部機器に専ら接続したままで使用される
ことは少ない。即ち、携帯電話機の使用者は、外部機器と携帯電話機とを組合わせて利用
する度に、携帯電話機の入出力端子と、外部機器に接続されたコネクタとの接続および分
離を繰り返すこととなり面倒である。
【０００４】
また携帯電話機の入出力端子と外部機器側のコネクタとの接続及び分離が繰り返し行われ
た場合、通常の使用状況では、問題が発生することは殆どないと思われるが、それが極め
て頻繁に行われた場合には、入出力端子の周辺に応力が繰り返し加えられることになり、
入出力端子周辺において電気的接続に支障が生じ、延いては携帯電話機と外部機器との接
続を図ることができなくなる可能性もある。
【０００５】
本発明は、上記課題に鑑みなされたものであり、入出力端子を介した携帯電話機と外部機
器との接続を簡便に行えるようにすると共に、その接続に不具合が生じるのを防ぐことを
目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段及び発明の効果】
上記課題を解決するためになされた本発明（請求項１記載）は、外部機器接続用の入出力
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端子を有する携帯電話機と、外部機器とを該入出力端子を介して接続するための接続装置
であって、アダプタと設置台とからなっている。
【０００７】
アダプタは、携帯電話機の入出力端子に着脱可能なコネクタを有し、そのコネクタを携帯
電話機の入出力端子に接続することにより、携帯電話機に装着可能に構成されたものであ
り、設置台は、携帯電話機に装着されたアダプタを、その携帯電話機ごと設置可能な形状
に形成されると共に、該携帯電話機に接続すべき外部機器に接続可能に構成されている。
【０００８】
そしてアダプタおよび設置台には、夫々、通信手段が設けられている。これらの通信手段
は、アダプタを設置台に設置した際に、その設置した状態において両者間（アダプタおよ
び設置台の間）で互いに非接触で通信可能に構成され、携帯電話機と外部機器との間の通
信を中継するためのものである。
【０００９】
この様に構成された本発明（請求項１）の携帯電話の接続装置（以下、単に「接続装置」
とも記す。）を使用するに際しては、コネクタを携帯電話機の入出力端子に接続すること
によってアダプタを携帯電話機に装着すると共に、設置台を、携帯電話と接続すべき外部
機器に接続しておく。そして、アダプタを携帯電話機に装着した状態のまま携帯電話機を
持ち運び、携帯電話機を外部機器に接続する必要があるときには、携帯電話機をそのまま
（即ち、アダプタが装着された状態のまま）設置台に載置（設置）する。アダプタが設置
台に設置されると、両者の通信手段の間での通信が行われ、携帯電話機は、アダプタおよ
び設置台を介して外部機器に接続されることとなる。この際、両者の通信手段は互いに非
接触で通信可能に構成されているので、アダプタおよび設置台には、アダプタを設置台に
載置することにより生じる程度の応力（即ち、携帯電話機およびアダプタの重量程度）し
か加わることがない。
【００１０】
即ち本発明（請求項１）の接続装置によれば、携帯電話機の入出力端子にはアダプタを接
続しておき、外部機器には設置台を接続しておけば、携帯電話機を設置台に設置するだけ
で、携帯電話機と外部機器との接続を図ることができると共に、設置台から携帯電話機を
外すだけで、携帯電話機と外部機器との接続を切断することができる。
【００１１】
つまり、請求項１の接続装置によれば、携帯電話機および外部機器の接続および分離を行
う際に、その都度携帯電話機の入出力端子へのコネクタの接続および分離を行う必要がな
くなるので、取り扱いが簡便になる。そして、入出力端子に応力が加わる頻度が少なくな
るので、入出力端子の周辺において接続不良が発生するのを抑制することができることと
なるのである。
【００１２】
　また、アダプタおよび設置台には、アダプタを設置台に載置することにより生じる程度
の応力しか加わらないので、アダプタの設置台への載置および設置台からの除去が繰り返
し行われても、携帯電話機と外部機器との間における接続不良の発生を抑制できる。
　一方、これら通信手段には、通信動作を行うための電力を夫々供給する必要がある。例
えばアダプタ側の通信手段には、携帯電話機内部に設けられている電池から入出力端子お
よびコネクタを介して電力を供給するようにしても良いし、またアダプタに電池を内蔵し
て、そのアダプタ内蔵の電池から電力を供給するようにしても良い。また、設置台側の通
信手段には、外部から（例えば、外部機器から、或いは、車載する場合には所謂シガーソ
ケット等を介し車載バッテリから）電力を供給しても良いし、また設置台に電池を内蔵し
て、その設置台内蔵の電池から電力を供給するようにしても良い。
　しかし何れにしても、これら通信手段に電力を供給する必要があるのは、携帯電話機を
アダプタごと設置台に設置（載置）したときであって、携帯電話機を持ち運んでいるとき
には、その必要はない。携帯電話機を持ち運んでいるときにも通信手段に電力を常に供給
するとすれば、却って電力を無駄に消費してしまうことになる。
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　そこで、アダプタの設置台への設置状態を検出して、アダプタが設置台に設置されてい
ないときには、各通信手段への電源供給を遮断する通信用電源遮断手段を、夫々アダプタ
および設置台に設けるのである。
　具体的には、アダプタは、アダプタの通信手段へ電源供給が行われている間、交流電流
が流される一次コイルを備えている。また、設置台の通信用電源遮断手段は、アダプタが
設置台に設置された際に一次コイルと近接する位置に配設される二次コイルと、一次コイ
ルに流れる交流電流に応じて二次コイルに誘導電流が発生しているか否かを検出する検出
手段とを備え、誘導電流が発生している場合には設置台の通信手段へ電源供給を行い、誘
導電流が発生していない場合には設置台の通信手段への電源供給を遮断する。
　この様に構成された請求項１記載の接続装置によれば、アダプタおよび設置台に設けら
れた各通信用電源遮断手段が、夫々、アダプタの設置台への設置状態を検出して、アダプ
タが設置台に設置されていないときには、各通信手段への電源供給を遮断する。このため
、携帯電話機が設置台に設置されておらず（即ち、アダプタが設置台に設置されておらず
）、アダプタと設置台との間にて通信を行う必要がないときには、各通信手段に電源（即
ち電力）が供給されず、無駄に電力が消費されるのを抑制することができることとなる。
【００１３】
次に、これらアダプタと設置台とに夫々設けられ、互いに非接触で通信可能な通信手段と
しては、例えば、電波を媒介として通信するものが考えられる。しかし、電波を媒介とす
る場合、他の通信系からの電波の混信や電波雑音の影響により、アダプタと設置台との間
での通信に不具合が生じる可能性がある。
【００１４】
そこで請求項２記載の接続装置の様に、各通信手段を、互いに光信号にて通信可能に構成
するとよい。この様に構成された請求項２の接続装置によれば、アダプタと設置台とに設
けられた通信手段が、互いに光信号にて通信することから、外部からの電波や電波雑音の
影響を受けることがないので、より良好な通信を図ることができる。
【００１９】
さて携帯電話機は内蔵の電池からの電力により動作するが、電池残量が少なくなった場合
には、電池の交換或いは充電を行うことが必要となる。しかし、電池の交換或いは充電の
ために、わざわざアダプタを携帯電話機から外していたのでは面倒であるし、またコネク
タの接続或いは分離の際に応力が発生し、携帯電話機の入出力端子付近に電気的接続の不
具合が生じる可能性もある。
【００２０】
　そこで請求項３記載のように、アダプタおよび設置台を構成すると良い。すなわち、ア
ダプタが設置台に設置された際に、設置台側からアダプタ側に非接触で電力伝達可能な電
力伝達手段をアダプタおよび設置台に設けると共に、アダプタには、設置台側からアダプ
タ側に電力伝達手段にて伝達された電力を、コネクタを介して携帯電話機に供給する供給
手段を設けるようにすると良い。
【００２１】
　この様に構成された請求項３記載の接続装置によれば、アダプタが設置台に設置される
と、アダプタの電力伝達手段および設置台の電力伝達手段により設置台側からアダプタ側
に電力伝達が行われ、更に供給手段によって携帯電話機に供給されることから、携帯電話
機内蔵電池からの電力の消費を抑制したり、その内蔵電池への充電をしたりすることがで
きるようになる。そのため、電池の交換或いは充電のためにアダプタを携帯電話機から外
す必要がなくなり、その交換又は充電にかかる煩わしさを抑制できると共に、携帯電話機
の入出力端子付近に電気的接続の不具合が生じるのを抑制できる。
【００２２】
また、この際、両者（アダプタおよび設置台）の電力伝達手段は、非接触で電力を伝達可
能に構成されているので、アダプタおよび設置台には、アダプタを設置台に載置すること
により生じる程度の応力（即ち、携帯電話機およびアダプタの重量程度）しか加わること
がない。このため、アダプタが設置台に置かれたり設置台から外されたりすることが繰り
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返し行われても、電力伝達手段の周辺における電気的接続に不具合が生じることを抑制で
き、良好に携帯電話機への電力供給を図ることができる。
【００２３】
なお、設置台側の電力伝達手段には、アダプタ側へ伝達すべき電力を供給する必要がある
。このためには、外部から（例えば、外部機器から）電力を供給しても良いし、また設置
台に電池を内蔵して、その設置台内蔵の電池から電力を供給するようにしても良い。
【００２４】
しかし、電力伝達手段に電力を供給する必要があるのは、携帯電話機をアダプタごと設置
台に設置（載置）したときであって、携帯電話機を持ち運んでいるときには、その必要は
なく、携帯電話機を持ち運んでいるときにも電力伝達手段に電力を供給するとすれば、却
って電力を無駄に消費してしまうことになる。
【００２５】
　そこで、請求項４記載の様に、接続装置を構成すると良い。即ち、アダプタの設置台へ
の設置状態を検出して、設置台にアダプタが設置されていないときには電力伝達手段への
電源供給を遮断する電力伝達用電源遮断手段を、設置台に設けるのである。
【００２６】
　この様に構成された請求項４記載の接続装置によれば、設置台に設けられた電力伝達用
電源遮断手段が、アダプタの設置台への設置状態を検出して、アダプタが設置台に設置さ
れていないときには、電力伝達手段への電源供給を遮断する。このため、携帯電話機が設
置台に設置されていないとき（即ち、アダプタが設置台に設置されていないとき）には、
電力伝達手段に電源（即ち電力）が供給されず、無駄に電力が消費されるのを抑制できる
こととなり好ましい。
【００２７】
【発明の実施の形態】
以下に、本発明の一実施例を図面と共に説明する。図１は、一実施例としての、携帯電話
機の接続装置２（以下、単に「接続装置２」という。）の電気的構成を示すブロック図で
あり、図２は、この接続装置２の使用方法を示すための説明図である。
【００２８】
この接続装置２は、車載用に構成されたものであり、携帯電話機に装着可能に構成された
アダプタ４と、このアダプタ４が装着された携帯電話機を設置するための設置台としての
クレードル６とから構成されている。
アダプタ４は、図２に示す様に、携帯電話機８への装着に適した形状に形成されたもので
あり、携帯電話機８の筐体に合致した大きさおよび形状とされている。そして、その内部
には、携帯電話機８とのデータ授受を行うインターフェイス（Ｉ／Ｆ）部１０、クレード
ル６とのデータ授受とを行う光通信部１２、これらＩ／Ｆ部１０および光通信部１２に電
力を供給するための電池１４、電磁誘導によりクレードル６側から伝達される電力を受け
るための二次コイル１６を有している。
【００２９】
このうちＩ／Ｆ部１０と光通信部１２とは、互いにデータ（音声情報、文字情報等の各種
情報）を授受することができるよう、データ線１８を介して接続されている。
Ｉ／Ｆ部１０は、携帯電話機８に設けられている入出力端子（図示せず）に対応するコネ
クタ１０ａを有している。このコネクタ１０ａは、携帯電話機８の入出力端子に対応した
形状に形成されており、入出力端子に差し込みおよび抜き出しすることによって、入出力
端子との接続および分離ができるよう構成されている。
【００３０】
光通信部１２は、光（本実施例では近赤外線）を搬送波として、クレードル６に設けられ
た光通信部３４（後述する）と互いに通信するためのものであり、クレードル６側の光通
信部３４にデータを送信するための発光部（図示せず）およびクレードル６側の光通信部
３４からのデータを受信するための受光部（図示せず）を備えている。なお、光通信部１
２が、請求項の通信手段の一つ（即ちアダプタ側に設けられた通信手段）に相当する。
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【００３１】
そして、電池１４からＩ／Ｆ部１０および光通信部１２への電力供給経路には、その電力
供給を断続するためのスイッチ２０が設けられている。このスイッチ２０は、アダプタ４
の外部からの磁気力によって、オン（接続）或いはオフ（切断）に切り替え可能に構成さ
れており、具体的には後述する如く、クレードル６に設けられた永久磁石５４の磁気力を
受けて切替わる。即ち、スイッチ２０が、請求項の通信用電源遮断手段の一つ（即ちアダ
プタ側の通信用電源遮断手段）に相当する。
【００３２】
つぎに二次コイル１６は、一方の端子がグランドに接続（即ち接地）され、他方の端子が
ＡＣ／ＤＣコンバータ２２を介してＩ／Ｆ部１０に接続されている。この二次コイル１６
は、クレードル６に設けられている一次コイル３６（後述する）に対応するものであり、
クレードル６側の一次コイル３６に流れる交流電流に応じた誘導電流（交流電流）を発生
する。
【００３３】
ＡＣ／ＤＣコンバータ２２は、二次コイル１６にて発生される誘導電流を直流電流に変換
するためのものであり、変換された直流電流は、Ｉ／Ｆ部１０、コネクタ１０ａおよび携
帯電話機８の入出力端子を介して、携帯電話機８に供給される。なお、二次コイル１６が
、請求項の電力伝達手段の１つ（即ち、アダプタ側に設けられた電力伝達手段）に相当し
、ＡＣ／ＤＣコンバータ２２およびＩ／Ｆ部１０が、請求項の供給手段に相当する。
【００３４】
またアダプタ４のスイッチ２０の下流側（即ち、スイッチ２０の、電池１４とは反対側の
端子）には、ＤＣ／ＡＣコンバータ２４を介して一次コイル２６が接続されている。この
ＤＣ／ＡＣコンバータ２４および一次コイル２６は、後述の如く、クレードル６に対する
携帯電話機８の設置状態を検出するためのものであり、ＤＣ／ＡＣコンバータ２４は、電
池１４から供給される直流電流を交流電流に変換して一次コイル２６に供給する。
【００３５】
一方、クレードル６は、携帯電話機８に装着されたアダプタ４を、携帯電話機８に装着し
たままの状態で設置（収容）可能な凹状の収容部３０を備えている（図２参照）。クレー
ドル６の内部には、携帯電話機８に接続すべき外部機器（後位機器ともいう）とのデータ
授受を行うインターフェイス（Ｉ／Ｆ）部３２、アダプタ４とのデータ授受を行う光通信
部３４、アダプタ４側に電力を伝達するための一次コイル３６、外部（本実施例では、シ
ガーソケットを介し車載バッテリから）から供給される電力を、これらＩ／Ｆ部３２、光
通信部３４および一次コイル３６に供給するための外部電源入力部３８を有している。こ
のうちＩ／Ｆ部３２と光通信部３４とは、互いにデータ（音声情報、文字情報等の各種情
報）を授受することができるよう、データ線４０を介して接続されている。
【００３６】
Ｉ／Ｆ部３２は、携帯電話機８に接続すべき外部機器に接続されたコネクタ４２に対応す
る入出力端子３２ａを有している。この入出力端子３２ａは、外部機器に接続されたケー
ブル４２ａを介して外部機器に接続されたものであり、外部機器側のコネクタ４２を差し
込みおよび抜き出しすることにより、コネクタ４２と接続および分離できるよう構成され
ている。
【００３７】
光通信部３４は、アダプタ４に設けられた光通信部１２と互いに通信するためのものであ
り、アダプタ４側の光通信部１２にデータを送信するための発光部（図示せず）およびア
ダプタ４側の光通信部１２からのデータを受信するための受光部（図示せず）を備えてい
る。なお、光通信部３４が、請求項の通信手段の一つ（即ち設置台側に設けられた通信手
段）に相当する。
【００３８】
そして、外部電源入力部３８から、Ｉ／Ｆ部３２、光通信部３４および一次コイル３６へ
の電力供給経路には、その電力供給を断続するためのスイッチ４６が設けられている。こ
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のスイッチ４６は半導体素子により構成されており、クレードル６の内部に備えられてい
る検出部４８からの制御信号に応じてオン（接続）或いはオフ（切断）に切り替えられる
。
【００３９】
更にクレードル６の内部には、上記アダプタ４の一次コイル２６に対応する二次コイル５
０が設けられており、この二次コイル５０においては、アダプタ４側の一次コイル２６に
流れる交流電流に応じた誘導電流（交流電流）が発生する。そして検出部４８は、この二
次コイル５０にて交流電流が発生されているか否かを検出し、交流電流が発生している場
合にはスイッチ４６をオンさせ、交流電流が発生していない場合にはオフさせる。
【００４０】
これら二次コイル５０および検出部４８は、クレードル６に対するアダプタ４（即ち、ア
ダプタ４が装着された携帯電話機８）の設置状態を検出するためのものである。後述する
ように、クレードル６の収容部３０にアダプタ４が収容（設置）された状態にあるときに
はスイッチ４６がオンされ、収容された状態にないときには、オフされることとなる。な
お、検出部４８には、常に外部電源入力部３８から電源供給されている。また、二次コイ
ル５０，検出部４８およびスイッチ４６が、請求項の通信用電源遮断手段および電力伝達
用電源遮断手段として機能する。
【００４１】
次に、上記の電力伝達用の一次コイル３６は、一方の端子が接地され、他方の端子がＤＣ
／ＡＣコンバータ５２を介してスイッチ４６に接続され、更にスイッチ４６を介して外部
電源入力部３８に接続されている。ＤＣ／ＡＣコンバータ５２は、外部電源入力部３８か
ら供給される直流電流を交流電流に変換して、一次コイル３６に供給する。一次コイル３
６は、アダプタ４に設けられている上述の二次コイル１６に対応するものであり、この二
次コイル１６に誘導電流を発生させることにより、アダプタ４側に電力を伝達するための
ものである。即ち、一次コイル３６およびＤＣ／ＡＣコンバータ５２は、請求項の電力伝
達手段の一つ（即ち、設置台側に設けられた電力伝達手段）として機能する。
【００４２】
さて上述のようにクレードル６は、アダプタ４を、携帯電話機８に装着したままの状態で
収容部３０に収容可能に形成されているが、アダプタ４側の光通信部１２およびクレード
ル６側の光通信部３４は、クレードル６の収容部３０にアダプタ４が収容された際（即ち
、アダプタ４が装着された携帯電話機がクレードル６に設置された際）に互いに近接して
確実に通信可能な位置関係となるよう、夫々アダプタ４およびクレードル６に配設されて
いる。そしてクレードル６からアダプタ４へ電力を伝達するための一次コイル３６および
二次コイル１６も、クレードル６の収容部３０にアダプタ４が収容された際に互いに近接
して、効率的な電磁誘導が可能な位置関係となるよう、夫々、クレードル６およびアダプ
タ４に配設されている。
【００４３】
また、アダプタ４の内部のスイッチ２０およびクレードル６の内部の永久磁石５４も、ク
レードル６の収容部３０にアダプタ４が収容された際に互いに近接して、永久磁石５４か
らの磁気力がスイッチに確実に作用可能な位置関係となるよう、夫々、アダプタ４および
クレードル６に配設される。また、クレードル６へのアダプタ４の設置状態を検出するた
めの一次コイル２６および二次コイル５０も、クレードル６の収容部３０にアダプタ４が
収容された際に互いに近接して、効率的な電磁誘導が可能となる位置関係となるよう、夫
々アダプタ４およびクレードル６に配設されている。
【００４４】
次に、以上の如く構成された本実施例の接続装置２の使用方法について説明する。例えば
図２に示す様に、アダプタ４は、携帯電話機８の入出力端子にコネクタ１０ａを挿入する
ことにより、携帯電話機８に装着しておき、一方クレードル６は、コネクタ４２をクレー
ドル６の入出力端子に挿入することにより、予め外部機器に接続しておく。そして、携帯
電話機８を外部機器に接続する必要がないときには、このアダプタ４を装着させたまま携
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帯電話機８を持ち運ぶことができ、必要なときには、クレードル６の収容部３０にアダプ
タ４が収容されるよう、アダプタ４を装着させたままの状態で携帯電話機８を設置させる
だけで、携帯電話機８を外部機器とを接続することができる。
【００４５】
即ち、クレードル６のスイッチ４６は、アダプタ４がクレードル６に設置されていないと
きには切断状態に保れている。そして図２に示すように、クレードル６に、アダプタ４が
装着された携帯電話機８が載置されると、アダプタ４のスイッチ２０が、クレードル６内
の永久磁石５４からの磁力を受けて動作し、接続状態となる。すると、アダプタ４内にお
いて、Ｉ／Ｆ部１０および光通信部１２に電源供給が行われると共に、ＤＣ／ＡＣコンバ
ータ２４に電力が供給され、一次コイル２６には交流電流が流されることとなる。
【００４６】
これによりクレードル６側の二次コイル５０には誘導電流が生じ、この誘導電流が検出部
４８により検出されると、検出部４８は制御信号を出力してスイッチ４６をターンオンさ
せ、外部電源入力部３８から、Ｉ／Ｆ部３２および光通信部３４に電源供給が行われるこ
ととなる。その結果、アダプタ４のＩ／Ｆ部１０および光通信部１２並びにクレードル６
のＩ／Ｆ部３２および光通信部３４に電力供給されることになり、携帯電話機８と外部機
器との間の通信が可能となる。
【００４７】
また、クレードル６のスイッチ４６がオンされると、ＤＣ／ＡＣコンバータ５２も電力が
供給され、電力伝達用の一次コイル３６には交流電流が流されることとなる。これにより
、アダプタ４の二次コイル１６には誘導電流が生じ、ＡＣ／ＤＣコンバータ２２によって
直流に変換された後に、Ｉ／Ｆ部１０および携帯電話機８の入出力端子を介して、携帯電
話機８に供給されることとなる。
【００４８】
一方、アダプタ４を装着した携帯電話機８がクレードル６から離されると、永久磁石５４
の磁気力がアダプタ４のスイッチ２０をオン状態に保つことができなくなり、スイッチ２
０が切断状態に切り替わる。すると、アダプタ４内において、Ｉ／Ｆ部１０および光通信
部１２への電源供給が遮断されると共に、ＤＣ／ＡＣコンバータ２４への電力供給も遮断
されて、一次コイル２６には電流が流れなくなる。そして、クレードル６側の二次コイル
５０に誘導電流が生じなくなり、検出部４８は制御信号を出力してスイッチ４６をターン
オフさせる。その結果、外部電源入力部３８から、Ｉ／Ｆ部３２および光通信部３４への
電源供給が遮断されることとなる。また、クレードル６のスイッチ４６がオフされると、
ＤＣ／ＡＣコンバータ５２への電力供給も遮断されるので、電力伝達用の一次コイル３６
には交流電流が流れなくなる。
【００４９】
つまり、アダプタ４が装着された携帯電話機８がクレードル６に設置されたときにのみ、
アダプタ４のスイッチ２０およびクレードル６のスイッチ４６が閉じられて両光通信部１
２，２４への電源供給が行われ、アダプタ４およびクレードル６間での通信（即ち携帯電
話機８と外部機器間の通信の中継）が可能となると共に、一次コイル３６への電力供給が
行われて、クレードル６側からアダプタ４側への電力伝達（即ち、クレードル６からアダ
プタ４を介した携帯電話機８への電力供給）が可能となるのである。
【００５０】
以上のように構成された本実施例の接続装置によれば、以下の効果（１）～（６）を奏す
る。
（１）携帯電話機８にはアダプタ４を装着しておき、外部機器にはクレードル６を接続し
ておけば、携帯電話機８をクレードル６に設置するだけで、携帯電話機８と外部機器との
接続を図ることができると共に、クレードル６から携帯電話機８を外すだけで、携帯電話
機８と外部機器との接続を切断することができる。その結果、携帯電話機８およoび外部
機器の接続および分離を行う際に、その都度携帯電話機８の入出力端子への、コネクタの
接続操作および分離操作を行う必要がなくなるので、取り扱いが簡便になる。そして、入
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出力端子に応力が加わる頻度が少なくなるので、入出力端子の周辺において接続不良が発
生するのを抑制することができることとなる。
【００５１】
（２）アダプタ４の光通信部１２およびクレードル６の光通信部３４は、互いに光信号に
て通信可能、即ち非接触で通信可能に構成されていることから、両光通信部１２，３４間
で通信を行わせるためには大きな力を必要とせず、アダプタ４およびクレードル６には、
アダプタ４をクレードル６に載置することにより生じる程度の応力しか加わらない。この
ため、アダプタ４のクレードル６への載置およびクレードル６からの除去が繰り返し行わ
れても、携帯電話機８と外部機器との間における通信の中継不良の発生を抑制できる。
【００５２】
（３）アダプタ４とクレードル６とに設けられた光通信部１２，３４が、互いに光信号に
て通信することから、外部からの電波や電波雑音の影響を受けることがなく、良好な通信
（即ち、携帯電話機８と外部機器との間の通信の中継）を図ることができる。
【００５３】
（４）アダプタ４がクレードル６に設置されていないときには、アダプタ４のスイッチ２
０により、光通信部１２、Ｉ／Ｆ部１０、ＤＣ／ＡＣコンバータ２４および一次コイル２
６への電源供給が遮断されると共に、クレードル６のスイッチ４６により、光通信部３４
、Ｉ／Ｆ部３２、ＤＣ／ＡＣコンバータ５２および一次コイル３６への電源供給が遮断さ
れることから、無駄に電力が消費されるのを抑制することができることとなり好ましい。
【００５４】
（５）アダプタ４がクレードル６に設置されると、電力伝達用の一次コイル３６および二
次コイル１６により、クレードル６側からアダプタ４側に電力伝達が行われ、更にＡＣ／
ＤＣコンバータ２２等を介して携帯電話機８に供給されることから、携帯電話機８に内蔵
の電池の電力の消費を抑制したり、その内蔵電池への充電をしたりすることができるよう
になる。そのため、電池の交換或いは充電のためにアダプタ４を携帯電話機８から外す必
要がなくなり、その交換又は充電にかかる煩わしさを抑制できると共に、携帯電話機８の
入出力端子付近に電気的接続の不具合が生じるのを抑制できる。
【００５５】
（６）クレードル６からアダプタ４へは、非接触で電力が伝達可能であるので、アダプタ
４およびクレードル６には、アダプタ４をクレードル６に載置することにより生じる程度
の応力しか加わることがない。このため、アダプタ４がクレードル６に置かれたりクレー
ドル６から外されたりすることが繰り返し行われても、電気的接続を発生させることなく
良好に携帯電話機８への電力供給を図ることができる。
【００５６】
以上、本発明の一実施例について説明したが、本発明は上記実施例に限定される物ではな
く、種々の態様をとることができる。
例えば、上記実施例では、外部機器とクレードル６との接続は、外部機器からのコネクタ
４２とクレードル６（即ち設置台）の入出力端子３２ａとを結合することにより図るもの
として説明したが、外部機器からのケーブル４２ａを、直接、クレードル６に接続するよ
うにしても良い。しかし、上記実施例の如く、接続用の部材（即ちコネクタ４２および入
出力端子３２ａ）により、外部機器とクレードル６との接続を図ることとすれば、従来、
携帯電話機８の入出力端子に接続する必要があった、外部機器からのコネクタ４２を、ク
レードル６に接続するだけで本発明の接続装置を利用することができるので好ましい。
【図面の簡単な説明】
【図１】　実施例としての携帯電話機の接続装置の電気的構成を示すブロック図である。
【図２】　携帯電話機の接続装置の使用方法を示すための説明図である。
【符号の説明】
２…携帯電話機の接続装置、４…アダプタ、６…クレードル（設置台）、８…携帯電話機
、１０…Ｉ／Ｆ部、１０ａ…コネクタ、１２…光通信部、１６…二次コイル、２０…スイ
ッチ、２２…ＡＣ／ＤＣコンバータ、３０…収容部、３２…Ｉ／Ｆ部、３２ａ…入出力端
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子、３４…光通信部、３６…一次コイル、３８…外部電源入力部、４６…スイッチ、４８
…検出部、５０…二次コイル、５２…ＤＣ／ＡＣコンバータ。

【図１】 【図２】
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